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統一的理解が出来ることを示唆したことも高く評価される。著者の論文は多数の国際会議や Physical Review 
Lettersへの投稿からも多くの研究者の注目するところとなっており，当該分野への貢献は著しいものがあり，
原子核物理学の進展に多大な貢献をするものと評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
